【平成19年度】

県境不法投棄事案に係る農作物中のダイオキシン類調査結果について 

青森・岩手県境に不法投棄された廃棄物による農作物への影響を把握し、安全性を確認するとともに、風評被害を未然に防止するため実施している農作物中のダイオキシン類調査について、本年度の分析結果は下記のとおりとなりましたのでお知らせします。

 1　検体の種類

　 　枝豆、にんにく、米（精米）　

 2　検体数

　 　各３検体

 3　検体採取場所

 　県境不法投棄現場から見て、熊原川上流域、現場付近及び熊原川下流域に位置する田畑

　 

 4　検体採取日

　(1)枝豆　　　　平成19年8月29日
　(2)にんにく　　平成19年8月29日
　(3)米（精米）　平成19年10月25日
 5　分析結果

　　下記に参考として示しているとおり、国が公表している調査結果と比較して、十分に低い値でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：pg-TEQ/ｇ-wet）

	採取地点

農作物名
	熊原川上流域
	現場付近
	熊原川下流域

	枝豆
	0.00015
	0.0021
	0.00089

	にんにく
	0.00016
	0.00071
	0.00019

	米(精米)
	0.0000011
	0.0000020
	0.0000074


注1）毒性当量は、WHO-TEF（1998）により算出。

注2）定量下限未満の値を0として算出。

【参考】

(1)平成17年度畜産物及び農作物に係るダイオキシン類実態調査結果（農林水産省）

　水稲　　　　　0.000029～0.011（pg-TEQ/ｇ-wet）

(2)平成14年度農用地土壌及び農作物に係るダイオキシン類実態調査結果（環境省・農林水産省）

　枝豆　　　　　0.000098～0.0040（pg-TEQ/ｇ-wet）

(3)平成18年度調査結果（青森県）

　①枝豆　　　　　0.00034～0.00080（pg-TEQ/ｇ-wet）

　②にんにく　　　0.000039～0.000095（pg-TEQ/ｇ-wet）

　③米（精米） 　 0.0000060～0.000018（pg-TEQ/ｇ-wet）

